
米
英
で
は
実
施
が
遅
延
も
国
際
競
争
上
の
影
響
は
軽
微

バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
の
適
用
を
巡
る

バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
の
適
用
を
巡
る  

邦
銀
へ
の
影
響
と
国
際
動
向

邦
銀
へ
の
影
響
と
国
際
動
向

適
用
開
始
時
に

適
用
開
始
時
に  

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
は
減
少

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
は
減
少

　

バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
は
、
金
融
機

関
間
の
自
己
資
本
比
率
計
測
の
過
度

な
バ
ラ
つ
き
を
抑
制
す
る
た
め
、
内

部
モ
デ
ル
を
利
用
し
た
リ
ス
ク
計
測

に
制
限
を
課
し
つ
つ
、
標
準
的
手
法

の
リ
ス
ク
感
応
度
を
向
上
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。（
図
表
）。
２
０

１
７
年
の
国
際
合
意
を
踏
ま
え
、
金

融
庁
は
20
年
に
「
最
終
化
さ
れ
た
バ

ー
ゼ
ル
３
の
国
内
実
施
に
関
す
る
規

制
方
針
案
」
を
公
表
し
、
実
施
に
向

け
た
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
市

中
に
意
見
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
上

で
、
22
年
４
月
に
告
示
を
公
布
し
た

ほ
か
、
本
邦
の
実
務
を
踏
ま
え
た
運

用
と
な
る
よ
う
、
告
示
の
解
釈
を
示

し
た
多
数
の
Ｑ
＆
Ａ
を
公
表
し
て
い

る
。

　

実
施
時
期
は
、
国
際
的
に
は
当
初

22
年
１
月
か
ら
の
実
施
が
合
意
さ
れ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
１

年
延
期
さ
れ
、
そ
の
後
「
可
能
な
限

り
早
期
に
実
施
す
る
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
日
本
で

は
、
国
際
統
一
基
準
の
対
象
と
な
る

金
融
機
関
は
24
年
３
月
期
、
国
内
基

準
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
お
よ
び

最
終
指
定
親
会
社
は
25
年
３
月
期
を

適
用
時
期
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
と

し
た
。
併
せ
て
、
23
年
３
月
期
以
降

は
金
融
機
関
が
希
望
す
れ
ば
早
期
適

バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
は
、
金
融
機
関
が
抱
え
る
リ
ス
ク
に
応
じ
た
適
切
な
自
己
資
本
の
確
保
を
比
較
可
能
な
か
た

ち
で
求
め
る
た
め
の
規
制
改
革
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
金
融
機
関
の
健
全
性
を
適
切
に
確
保
し
て
い
く
上
で
重
要

な
規
制
枠
組
み
と
し
て
、
２
０
２
５
年
３
月
期
ま
で
に
す
べ
て
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
等
に
対
し
て
適

用
さ
れ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
３
は
海
外
で
も
広
く
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
米
国
や
英
国
は
実
施
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
国
際
競
争
上
の
影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
の
意
義
と
国
内
金
融
機

関
に
与
え
る
主
な
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、
海
外
動
向
を
含
め
た
今
後
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

金
融
庁
　
総
合
政
策
局

リ
ス
ク
分
析
総
括
課
　

健
全
性
基
準
室
　

　
室
長
　�

青
崎�

稔
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用
も
可
能
な
枠
組
み
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
新
規
制
を
24
年
３
月
期
ま

で
に
適
用
し
た
国
際
統
一
基
準
行
お

よ
び
内
部
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
金
融

機
関
（
33
金
融
グ
ル
ー
プ
）
に
つ
い

て
見
て
い
き
た
い
。
全
体
と
し
て
は

バ
ー
ゼ
ル
３
適
用
時
に
（
23
年
12
月

期
と
比
べ
て
）
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
は

平
均
７
・
７
％
減
少
し
、
自
己
資
本

比
率
は
平
均
１
・
９
％
㌽
上
昇
し
た
。

　

ま
た
、
25
年
３
月
期
に
適
用
す
る

金
融
機
関
の
計
測
結
果
は
７
月
ま
で

に
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
先
は

（
最
終
指
定
親
会
社
を
除
き
）
標
準

的
手
法
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
適

用
時
に
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
が
若
干
減

少
す
る
先
が
多
く
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
新
規
制
が
も
た
ら
す
影

響
は
、
各
金
融
機
関
が
こ
れ
ま
で
利

用
し
て
き
た
リ
ス
ク
計
測
手
法
の
態

様
と
、
当
該
金
融
機
関
の
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
多
様
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
う

し
た
認
識
の
下
、
新
規
制
の
影
響
を

俯
瞰
す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

企
業
融
資
と
株
式
に
見
る

企
業
融
資
と
株
式
に
見
る  

信
用
リ
ス
ク
へ
の
影
響

信
用
リ
ス
ク
へ
の
影
響

　

多
く
の
国
内
金
融
機
関
は
信
用
リ

ス
ク
が
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
８
〜
９

割
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
同
リ
ス
ク

の
計
測
手
法
の
変
化
に
注
目
す
る
こ

と
で
、
大
ま
か
な
影
響
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
リ
ス
ク
は
、
特

に
企
業
融
資
と
保
有
株
式
に
係
る
基

準
変
更
の
影
響
が
大
き
く
作
用
す
る
。

　

ま
ず
企
業
融
資
は
、
標
準
的
手
法

の
採
用
行
で
あ
れ
ば
、
無
格
付
け
の

中
堅
中
小
企
業
の
債
権
や
Ｂ
Ｂ
Ｂ
格

の
企
業
債
権
の
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
が

（
１
０
０
％
か
ら
85
％
ま
た
は
75
％

に
）
低
下
し
、
基
礎
的
内
部
格
付
手

法
（
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
採
用
行
で
あ
れ
ば
、

デ
フ
ォ
ル
ト
時
損
失
率
（
Ｌ
Ｇ
Ｄ
）

の
当
局
設
定
値
が
（
45
％
か
ら
40
％

に
）
低
下
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う

し
た
企
業
に
融
資
や
債
券
投
資
を
行

っ
て
い
れ
ば
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
は
減

少
す
る
。

　

他
方
、
先
進
的
内
部
格
付
手
法

（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
採
用
行
の
場
合
、
大

企
業
向
け
の
融
資
に
係
る
Ｌ
Ｇ
Ｄ
は

当
局
設
定
値
（
40
％
）
の
利
用
が
必

要
と
な
る
。
従
来
は
各
行
で
推
計
し

て
い
た
た
め
（
30
〜
45
％
）、
銀
行

に
よ
っ
て
影
響
は
異
な
る
。

　

政
策
保
有
株
式
な
ど
の
銀
行
勘
定

で
保
有
す
る
株
式
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
複
数
の
内
部
モ
デ
ル
手
法
が

利
用
可
能
だ
っ
た
（
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ

ト
は
１
１
０
〜
４
０
０
％
）
が
、
新

規
制
で
は
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
標
準

的
手
法
の
み
と
な
る
。
標
準
的
手
法

で
は
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
が
１
０
０
％

か
ら
２
５
０
％
（
投
機
的
な
非
上
場

株
式
は
４
０
０
％
）
に
上
昇
す
る
。

数
値
の
変
化
が
大
き
く
、
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
に
占
め
る
保
有
株
式
の
割
合

が
高
い
金
融
機
関
へ
の
影
響
は
大
き

く
な
る
。

　

た
だ
し
、
基
準
変
更
が
所
要
自
己

資
本
額
に
も
た
ら
す
影
響
を
緩
和
さ

せ
る
た
め
、
５
年
間
の
経
過
措
置
が

適
用
可
能
で
あ
り
、
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ

ト
は
段
階
的
に
上
が
っ
て
い
く
（
適

用
初
年
度
は
１
０
０
％
）。
足
元
で

は
、
各
行
に
お
い
て
政
策
保
有
株
式

を
削
減
さ
せ
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
そ
の
進
捗
次
第
で
資
本

賦
課
へ
の
影
響
も
変
わ
る
こ
と
に
な

る
。

　

な
お
「
投
機
的
な
非
上
場
株
式
」

は
、
投
資
対
象
が
長
期
的
な
関
係
の

構
築
に
資
す
る
場
合
や
企
業
再
生
を

目
的
と
す
る
場
合
に
は
該
当
し
な
い

こ
と
を
告
示
Ｑ
＆
Ａ
で
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
場
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育

成
の
た
め
の
継
続
的
投
資
は
「
投
機

的
な
非
上
場
株
式
」
に
該
当
し
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

内
部
モ
デ
ル
適
用
先
で
は

内
部
モ
デ
ル
適
用
先
で
は  

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
増
加
も

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
増
加
も

　

新
規
制
に
お
い
て
、
国
内
金
融
機

（出所） 　筆者作成

〔図表〕 バーゼル３最終化のポイント

信用リスク 内部モデル手法の利用制限、標準的手法の頑健性
やリスク感応度の向上

オペレーショナルリスク 内部モデル手法の廃止、新たな標準的手法の導入

マーケットリスク 内部モデルの利用要件の厳格化、標準的方式のリ
スク感応度の向上

資本フロア
内部モデル手法により算出されたリスクアセット
が、標準的手法で算出されたリスクアセットの72.5
％を下回らないようにする措置の導入

金融財政事情 2025． 6． 335

バーゼル３最終化の意義と影響



関
が
内
部
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
リ
ス

ク
を
計
測
す
る
の
は
ほ
ぼ
信
用
リ
ス

ク
の
み
と
な
る
。
現
在
、
日
本
で
は

33
金
融
グ
ル
ー
プ
が
信
用
リ
ス
ク
の

内
部
格
付
手
法
を
利
用
し
て
い
る
。

　

他
方
、
内
部
モ
デ
ル
を
適
用
す
る

場
合
は
、
資
本
フ
ロ
ア
（
内
部
モ
デ

ル
手
法
を
用
い
て
算
出
す
る
リ
ス
ク

ア
セ
ッ
ト
額
の
下
限
）
が
導
入
さ
れ

る
。
そ
の
掛
け
目
は
、
適
用
初
年
度

は
標
準
的
手
法
で
算
出
さ
れ
た
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
の
50
％
だ
が
、
５
年
間

か
け
て
72
・
５
％
ま
で
上
昇
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
資
本
フ
ロ
ア
は
存
在

し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
参
照
す
る

手
法
（
バ
ー
ゼ
ル
１
、
標
準
的
手
法
、

基
礎
的
内
部
格
付
手
法
）
が
銀
行
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
計
測
の
バ
ラ
つ
き
が
生

じ
て
い
た
。
今
回
、
資
本
フ
ロ
ア
の

参
照
指
標
が
標
準
的
手
法
に
一
本
化

さ
れ
る
こ
と
は
、
自
己
資
本
比
率
の

比
較
可
能
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要

で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
ま
で
内
部
モ
デ
ル
の

使
用
が
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
軽
減
に

つ
な
が
っ
て
い
た
銀
行
に
と
っ
て
は
、

今
回
の
基
準
変
更
の
影
響
は
小
さ
く

な
い
。
24
年
12
月
期
に
お
い
て
資
本

フ
ロ
ア
に
抵
触
し
て
い
る
の
は
６
金

融
グ
ル
ー
プ
だ
が
、
掛
け
目
が
上
昇

す
る
過
程
で
、
フ
ロ
ア
調
整
額
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

適
切
な
リ
ス
ク
管
理
に
向
け

適
切
な
リ
ス
ク
管
理
に
向
け

「
不
算
入
特
例
」
の
見
直
し
も

「
不
算
入
特
例
」
の
見
直
し
も

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、

内
部
モ
デ
ル
方
式
に
よ
る
計
測
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
要
件
が

厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規

制
の
下
で
同
方
式
を
採
用
す
る
金
融

機
関
は
９
金
融
グ
ル
ー
プ
か
ら
１
金

融
グ
ル
ー
プ
に
減
少
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
先
の
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
が
一
律
に
増
加
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
内
部
モ
デ
ル
方
式
か

ら
標
準
的
方
式
に
計
測
手
法
が
変
わ

っ
た
こ
と
で
、
む
し
ろ
、
リ
ス
ク
ア

セ
ッ
ト
が
減
少
し
た
先
の
方
が
多
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
邦
銀
の
多
く
は
そ

れ
ほ
ど
複
雑
な
商
品
を
勘
定
に
保
有

し
て
お
ら
ず
、
か
つ
新
し
い
標
準
的

方
式
の
リ
ス
ク
感
応
度
が
向
上
し
た

た
め
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

な
お
、
日
本
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス

ク
の
算
出
を
免
除
す
る
「
不
算
入
特

例
」
を
設
け
て
い
る
が
、
今
般
、
新

規
制
の
実
施
と
併
せ
て
当
該
特
例
の

見
直
し
も
行
っ
た
。
こ
れ
は
近
年
、

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
資
産
・
負
債
の
規

模
は
小
さ
い
も
の
の
、
銀
行
勘
定
に

お
い
て
外
国
有
価
証
券
投
資
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
金
融
機
関
が
見
ら

れ
る
こ
と
な
ど
に
鑑
み
て
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
資
産
・
負
債
だ
け
で
な
く
、

外
国
為
替
の
ネ
ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

１
０
０
０
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
金

融
機
関
に
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク

の
計
測
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
従
来
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ

ス
ク
を
計
測
し
て
い
た
の
は
13
金
融

グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
15

金
融
グ
ル
ー
プ
が
同
リ
ス
ク
を
計
測

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は

各
金
融
機
関
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
計
測
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を

契
機
に
、
こ
れ
ら
の
先
に
お
い
て
有

価
証
券
投
資
等
に
伴
う
リ
ス
ク
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

オ
ペ
リ
ス
ク
は
損
失
実
績
を

オ
ペ
リ
ス
ク
は
損
失
実
績
を

反
映
さ
せ
る
枠
組
み
に

反
映
さ
せ
る
枠
組
み
に

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
つ

い
て
は
従
来
、
４
金
融
グ
ル
ー
プ
が

先
進
的
計
測
手
法
を
利
用
し
て
い
た

が
、
新
規
制
で
は
こ
う
し
た
内
部
モ

デ
ル
手
法
自
体
が
廃
止
さ
れ
た
。
新

し
い
標
準
的
計
測
手
法
で
は
事
業
規

模
に
内
部
損
失
乗
数
を
乗
じ
て
リ
ス

ク
ア
セ
ッ
ト
を
算
出
す
る
。
多
数
の

金
融
機
関
か
ら
自
行
の
損
失
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
内
部
損
失
乗
数
を
算
出

す
る
た
め
の
申
請
が
あ
り
、
当
局
審

査
を
行
っ
た
上
で
、
現
在
ま
で
に
34

金
融
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
承
認
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
先
進
的
計

測
手
法
を
利
用
し
て
い
た
先
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
は

適
用
初
年
度
に
平
均
７
％
の
増
加
に

と
ど
ま
り
、
当
局
の
承
認
を
受
け
た

そ
の
他
の
先
は
平
均
22
％
減
少
し
た
。

　

な
お
、
国
際
基
準
の
策
定
過
程
を

振
り
返
る
と
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督

委
員
会
が
14
年
に
公
表
し
た
第
１
次

案
で
は
、
銀
行
の
事
業
規
模
の
み
で

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
を
計
測

す
る
手
法
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
本
邦
金
融
機
関
の
多
く
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
れ
ば
事
務
事
故
や

不
正
行
為
に
係
る
損
失
が
少
な
い

（
欧
米
の
よ
う
に
、
多
額
の
課
徴
金

や
訴
訟
費
用
を
要
さ
な
い
こ
と
も
背

景
の
一
つ
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
実
務
を
踏

ま
え
て
国
際
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、

最
終
的
に
事
業
規
模
だ
け
で
な
く
損
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失
実
績
を
考
慮
す
る
手
法
が
国
際
合

意
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
海
外
で

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
が
増

加
す
る
銀
行
が
多
い
な
か
、
日
本
に

お
い
て
は
過
度
に
保
守
的
な
資
本
賦

課
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し

た
背
景
も
あ
る
。

米
英
で
は
導
入
遅
延
も

米
英
で
は
導
入
遅
延
も  

世
界
的
な
影
響
は
軽
微

世
界
的
な
影
響
は
軽
微

　

バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
は
、
現
在
ま

で
に
日
本
の
ほ
か
、
Ｅ
Ｕ
、
ス
イ
ス
、

カ
ナ
ダ
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
米

国
で
は
規
制
案
の
内
容
や
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
不
透
明
で
あ
る
ほ
か
、

英
国
は
実
施
を
27
年
に
遅
ら
せ
る
こ

と
を
公
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
「
邦
銀
は
国
際
競
争
上
、

不
利
な
状
況
に
置
か
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
留
意
点

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
欧
米
の
銀
行
に
は
、
現
状

で
も
国
際
基
準
よ
り
も
保
守
的
な
規

制
や
銀
行
固
有
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た

追
加
的
な
資
本
賦
課
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
米
シ
テ
ィ
グ
ル
ー

プ
に
は
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
結
果

に
基
づ
く
４
・
１
％
の
追
加
的
資
本

賦
課
が
求
め
ら
れ
、
普
通
株
式
等
Ｔ

ｉ
ｅ
ｒ
１
比
率
は
13
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
バ
ー
ゼ
ル
３

最
終
化
の
遅
れ
が
、
金
融
機
関
同
士

の
国
際
競
争
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
適
用
開
始
時
期
と
経
過
措

置
を
終
え
た
完
全
適
用
の
時
期
を
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
資

本
フ
ロ
ア
や
保
有
株
式
に
は
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
５
年
か
け

て
段
階
的
に
水
準
が
引
き
上
が
る
こ

と
か
ら
、
適
用
開
始
時
に
は
む
し
ろ

資
本
賦
課
は
軽
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

英
国
で
は
、
適
用
開
始
時
期
は
遅
ら

せ
る
一
方
、
経
過
措
置
期
間
を
短
く

す
る
（
３
年
間
）
こ
と
を
併
せ
て
公

表
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
規
制
実
施
の
不
確
実
性

に
対
す
る
金
融
機
関
の
負
担
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
金
融
機
関
は
、
相

当
な
リ
ソ
ー
ス
を
使
っ
て
新
規
制
適

用
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

当
局
が
実
施
の
時
期
や
内
容
を
頻
繁

に
変
更
す
れ
ば
、
そ
の
分
、
非
効
率

な
運
営
を
強
い
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク

に
係
る
内
部
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

海
外
の
主
要
な
銀
行
に
よ
る
実
施
が

進
ま
な
い
な
か
、
利
用
に
当
た
っ
て

必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
や
実
務
の
確

立
の
た
め
に
過
度
な
負
担
を
求
め
る

の
は
意
図
し
な
い
結
果
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
で
は

今
年
３
月
に
観
察
期
間
と
し
て
の
経

過
措
置
を
延
長
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
内
部
モ
デ
ル
の
検
証
を
求
め

る
「
損
益
要
因
分
析
テ
ス
ト
」
に
つ

い
て
は
当
分
の
間
、
第
１
の
柱
（
最

低
所
要
自
己
資
本
）
で
の
運
用
は
求

め
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

自
己
資
本
比
率
は
、
金
融
機
関
の

財
務
の
健
全
性
を
測
る
物
差
し
だ
と

い
え
る
。
そ
れ
が
海
外
を
含
め
た
監

督
当
局
や
市
場
関
係
者
、
地
域
の
取

引
先
や
従
業
員
、
預
金
者
と
い
っ
た

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ

て
信
頼
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
計
測
の
見
直
し

は
、
多
様
な
関
係
者
に
よ
る
多
大
な

努
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
本
邦
金
融
機
関
に
対
す
る
信

頼
性
、
ひ
い
て
は
金
融
安
定
性
の
維

持
・
向
上
に
つ
な
が
る
結
果
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

バ
ー
ゼ
ル
委
で
は
、
23
年
３
月
の

銀
行
セ
ク
タ
ー
の
混
乱
の
教
訓
や
金

融
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
つ
つ
、
今
後
、
各
法
域
に

お
け
る
バ
ー
ゼ
ル
３
最
終
化
の
実
施

状
況
の
評
価
（
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

主
要
法
域
に
お
け
る
実
施
動
向
等
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
新
規
制
が
本

邦
金
融
機
関
の
自
己
資
本
比
率
の
推

移
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
円
滑

な
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
、
す
べ
て
執

筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
）

あ
お
さ
き　

み
の
る

01
年
一
橋
大
学
法
学
部
卒
、
財
務
省

入
省
。
米
国
留
学
（
コ
ー
ネ
ル
大
学

法
科
大
学
院
）
等
を
経
て
、
08
年
以

降
は
金
融
庁
に
お
い
て
銀
行
・
保
険

規
制
に
係
る
国
際
交
渉
等
を
担
当
。

19
年
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
委
の
政
策
基
準

部
会
メ
ン
バ
ー
、
22
年
か
ら
現
職
。
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